
(1)第 50'」

第36代 駒門駐屯地司令 就任
機
７
教
導
逹
隊
長
　
兼
ね
て

駒
門
駐
ｔ
地
司
今

１
等
陸
佐
着
男
　
保
博

協
力
会
や
各
部
隊
Ｏ
Ｂ
会
等
に
よ
る
、
駒
門

駐
屯
地
に
対
す
る
日
頃
の
ご
支
援
に
対
し
、
紙

面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

駒
門
駐
屯
地
が
開
設
さ
れ
て
六
十
三
年
、
地

域
と
と
も
に
歩
む
駐
屯
地
を
目
指
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
戦
後
最
も
厳
し
い
と
も
い
わ
れ
て
い

る
安
全
保
障
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
陸
上
自

衛
隊
全
般
の
体
制
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
、
駒
門

駐
屯
地
の
体
制
も
往
時
と
比
べ
て
縮
小
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
な

駐
屯
地
広
報
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
結
果
、
従

来
行

っ
て
い
た
駐
屯
地
夏
ま

つ
り
は
残
念
な
が

ら
廃
上
し
、
よ
リ

コ
ン
パ
ク
ト
か

つ
隊
員
の
日

常
の
顔
を
理
解
し
て
頂
く
と
い
う
方
針
に
基
づ

い
た
広
報
を
行
う
べ
く
、
駐
屯
地
創
立
記
念
行

事

（
一
般
開
放
）
の
魅
力
化
、
部
隊
見
学
機
会

の
増
加
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
じ

駒
門
駐
屯
地

の
各
種
行
事
を
楽
し
み
に
さ
れ

て
い
た
皆
様
に
対
し
て
は
大
変
心
苦
し
い
お
願

い
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
慎
き
今

後
と
も
駒
円
駐
屯
地
に
対
す
る
ご
理
解
を
賜
り

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

´

´ 　
一
一
　
”

一

駒
門
自
衛
隊
協
力
会
は
、
地
域
住
民
と
駒
門
駐
屯
地
の
親
睦
、

協
力
、
相
互
理
解
を
通
じ
、
自
衛
隊
と
地
域
の
健
全
な
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
ｃ
以
来
、
相
互
交
流
を
育
ん
で
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
リ
イ
ベ
ン
ト
が
減
り
、
交
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
見
直

し
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　
一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
背
景
に
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
情
勢
は
変
化
し
、
ま
た
、
大
規
模

災
害

へ
の
備
え
も
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
）^

１１１
協
力
会
は
、
今
後
、
新
し
い
形
で
の
交
流
を
通
し
て
駐
屯
地

と
住
民
の
繋
が
り
を
強
め
、
自
衛
隊
支
援
と
地
域
振
興
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ご

挨

拶

裾
野
市
自
衛
隊
協
力
会

会

長

志
村
　
宏
え

第
５０
号
発
行
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ぎ

い
ま
す
。

私
と
広
報

「駒
門
」
と
の
出
会
い
は
平
成
二
十
六
年
第
１６
号
で
、

そ
れ
か
ら
現
在
４９
号
ま
で
全
部
フ
ア
イ
ル
し
て
時
々
見
て
い
ま
す
３

当
時
の
駐
屯
地
司
令
、
各
部
隊
長
、
ま
た
、
毎
年

一
月
に
新
成
人

を
祝
う
会
に
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
会
食
し
た
彼
達
彼
女
辻
も
立
派

な
中
堅
隊
員
と
な
り
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

広
報

「駒
門
」
は
、
裾
野
市
自
衛
隊
協
力
会

・
駒
門
自
衛
隊
協

力
会
の
協
力
で
発
行
さ
れ
て
い
る
と
自
負
致
し
て
お
り
よ
す
。
そ

し
て
、

４‐
号
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
で
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
〕
こ
れ

か
ら
も
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
頂
き
広
報

「駒
門
」
の
発
展
を
心

か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

着
任

の
ご
挨
拶

駒
門
自
衛
隊
協
力
会

会

長

勝
間
ロ
エ
司

創
立
“
周
年

記

念

行

事

令

和

九

年

四

月

十

五

＝

（
上

）
、
駒

門

駐

屯

地

創

立

６３
周
年

記
念
行
事
を
挙
行
し

た
．令

和

二
年
度

以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル

ス
感
染
症
拡

大

の
影
響

に
よ
り
、
中
正
を

余
儀
な
く

さ
れ

て

い
た
　

畦

開
放

を
再
開
し
、
多
く

の
来

場
者

が
駒
門
駐
屯
地
を
訪

れ

た
。
生
憎

の
人
候

と
な

っ
た

が
、
午
前
九
時

の
開
円
を
心

待
ち

に
す

る
　
般
来
場
者

の

姿

に
、
よ
う
や
く

コ
ロ
ナ
禍

前

の
よ
う
な
ヤ
穏

な

日
常

か

訪

れ

つ
つ
あ

る

こ
と
を
実
縣

し
た
。

育館において挙行された記念式典

1轟■=L.=二 :_.」言爾 :´ 1

こよるクッス販売感i魂■二_

子
紫
か
ら
阿
防
の
重
要
性
と
陸
ト

自
衛
隊
の
使
命
に
深
い
ご
理
解
を

小

さ
れ
、
防
衛
基
盤
の
育
成
と
駒
門
＝

屯
地
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
卜

一
名
、
三
社
が
駒
円
駐

屯
地

‐ｉｌ
令
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
．
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

０
和
　

・
四
年
度
防
衛
モ
ニ
タ
ー

ー‐
屋
　
山
喬
様

駒
円
自
衛
隊
協
力
会
会
長

島
越
　
宏
育
様

裾
野
市
白
術
隊
協
力
会
副
会
長

勝
川
田
　
戯
り
様

機
甲
教
専
連
隊
０
３
会
本
管
委
員

櫻
井
　
通
雄
様

代
甲
教
■
連
隊
０
３
会
監
査
委
員

藤
原
　
仲

一
様

国
際
活
動
教
育
隊
協
力
会
会
員

辻
　
　
弘
延
様

国
際
活
動
教
育
隊
協
力
会
会
員

根
上
　
　
博
様

国
際
活
動
教
育
隊
協
力
会
会
員

三
好
　
俊
章
様

中
井
町
自
衛
隊
協
力
会
副
会
長

大
原
　
峡
蕗
様

市
足
柄
市
自
衛
隊
協
力
会
副
会
長

中
村
　
知
修
様

典
鶴
町
自
衛
隊
協
力
会
副
会
長

東
京
海
Ｌ
日
動
火
災
株
式
会
社

静
岡
損
害
サ
ー
ビ
ス
部

株
式
会
社
タ
ク
マ
テ
ク
ノ
ス

＝
鉄
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
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回

機

甲

教

導

連

隊

令
和
五
年
度
富
士
総
合
火
力
演
習

令
和

五
年

五
月
十

一
日

（木
）
六
個
部
隊
の
支
援
を

受
け
、
増
強
機
甲
教
導
連
隊

を
編
成
完
結
さ
せ
た
。
こ
の

日

か

ら

五

月

二
十

七

日

（土
）
ま
で
の
十
七
日
間
、

令
和
五
年
度
富
士
総
合
火
力

演
習
を
成
功
さ
せ
る
べ
く
、

実
施
部
隊
は
も
と
よ
り
、
監

的

・
弾
薬

・
整
備
等
の
各
種

支
援
も
陰
で
力
を
発
揮
し
続

け
、
演
習
成
功

に
大
き
く
貢

献
し
た
。

引
き
続
き
連
隊
は
、
連
隊

長

（
岩
男

一
佐
）
を
核
心
と

し
て
、
教
育
研
究
支
援
任
務
、

各
種
♯
態

へ
の
対
処
任
務
を

完
遂
で
き
る
よ
う
、
突
き
進

ん
で
い
く
。

りJ

駒Fヨ駐屯地グラウンドにて編成完結式が挙行された。第15即応機動連隊 (香川県)、

第 3偵察戦闘大隊及び第10戦車大隊 (滋賀県)が参加部隊として加わった。  __

■′

翁 =薇智,

⑤
国
際
活
動
教
育
隊

上
高
射
直
接
支
援
隊

一

創
隊
１５
周
年
記
念
行
事

ゲ
リ
ラ
コ
マ
ン
ド
ウ
対
処
訓
練

冨 …軍
令

和

五

年

．一
月

一
一
日

一
の
平
均
得
点
に
よ
り
、
順
位

（本
）
及
び
二
月

一日

（金
）
、
一
を
決
定
し
た
　
本
競
技
会
に

駒
門
駐
屯
地
内

に
お

い
て
、　
一
つ
い
て
は
、
各
中
隊
か
年
度

体
力
向
上
、
隊
員
の
■
気

の

一
当

初

か

ら
訓

練

の
―ｌｌｌ
隙

を

占
揚
及
び
部
隊

の
―ヽ１１
結

の
強

．
ぬ

っ
て
時
間
走
等
計
画
的
に

耐
嵯
枷
』
川
帥
投
れ

′
」て
経
齢

一
雄
鰤
礼
か

畷ヽ
員
の
体
力
向
Ｌ

会
‐
を
実
施
し
た
。
　
　
　
　
一　

結
果
は
、
接
戦

の
末
、
本

方
跡
動
報
∝
帆
ｒ
紳
晰
団
鰤

一
椰
識
神
師
鰍
岬
魏
疇

優
勝

の

令
和
″
年

一
月
ニ
ト
六
日

（本
）
、
国
際
活
動
教
育
隊
は
、

創
隊

‐５
川
年
記
念
行
事
を
実

施
し
た
．

国
際
活
動
教
育
隊
は
平
成

卜
九
年
　
月

．十
八
日
に
創

隊
、
令
和

四
年
二
月
に
Ｆ
″

年
目
を
迎
え
た
。

こ
の
十
五

年
――１１
で
　
千
七
百
名
を
超
え

る
学
生
か
国
際
活
動
教
育
隊

で
学
び
、
国
内
外
で
活
躍
し

て
い
る
．

記
念
行
事
で
は
協
力
会
か

ら
本
崎
前
会
長
、
神
野
副
会

長
を
来
賓
に
迎
え
、
訓
練
展

示
を
行

い
、
そ
の
使
命
を
画

認
識
、
ｔ
気
を
高
揚
さ
せ
た
「

本
行
事
を
通
し
て
国
際
活
動

教
育
隊
は
志
を
新
た
に
し
、

任
務
に
ま
い
進
し
て
い
く

高
射
直
接
支
援
隊
は
、
令

和
五
年
五
月
九
＝

（火
）
か

ら
、
五
月
十

一
日

（木
）
ま

で
の
間
、
練
馬
駐
屯
地
及
び

駒
門
駐
屯
地
で
実
施
さ
れ
た
、

令
和
三
年
度
第

一
回
第

一
後

方
支
援
連
隊
訓
線
に
参
加
し
、

ゲ
リ
ラ
コ
マ
ン
ド
ウ
対
処
に

必
要
な
某
一礎
動
作
の
習
熟
及

一
高
射
特
科
大
隊

０

駒
門
駐
屯
地
業
務
隊

令
和
四
年
度
大
隊
持
続
走
競
技
会
　
駐
屯
地
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

令

●

′‐
年

　

月

卜

Ｈ
　
部
隊

（十
七
個
チ
ー
ム
、
百

（
火

）

か

ら
　

月

Ｌ

日
　
一
卜
六
名
）
が
参
加
す
る
と

はほに一」」「牛̈
崎
勤印
一最嘱障に婦脚泌婉は雌」

シ

ョ

ン
大

会

（
フ
リ

ー

ス

一
を
決

定

す

る

こ
と

が

で
き

ロ
ー
）
を
実
施
し
て
、
部
隊

一
た
、
引
き
続
き
、
駐
屯
地
隊

及
び
隊
ｔｉ
ｌｌｌ
′――

の
融
和
国

一
員
の
服
務
意
欲
の
増
進
に
努

酬一」符「嚇」「］に出疇
一めていきたい．

／」

´
嘘

― 、 、

優勝 本部管理中隊

集中し投球する隊員
｀

1ヽヽ

び
練
度

の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
被
支
援
部
隊
で
あ
る

第

一
高
射
特
科
大
隊

の
対
空

戦
闘
に
必
要
な
整
備
支
援
能

力
の
向
Ｌ
を
図

っ
た
．

ぼ

さぶ‐
・

lr,・ :γ“

島
ｗ
富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ
ロ

）̈
は

任
期
制
隊
員
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教
育

一

令
和
五
年
四
月
卜
二
日

（水
）
、
任
期
制
隊

員
ラ
イ
フ
ブ
ラ
ン
集
合
訓
練
を
実
施
し
て
明
確

な
自
己
の
分
析

に
基
づ
く
人
生

一は
■
り
を
」●
′
小ヽ
」

せ
る
と
Ｌ
も
に
、

職
業
選
択

・
資

格
取
得

の
能
力

開
発
の
自
動
努

力
を
促
進
し
た

し
後
、
各
隊

員
が
＃
案
し
た

人
生
設

‐
…―
を
単

に
本
人
の
（
Ψ

や
能
万
に
治

↓

た
適
切
な
就
職

援
護
業
務
た
■

め
て
い
く

TtttteF ttt再 人実醸!

瘍闊腑

定
年
退
職
予
定
者
教
育

令
和
″
年
四
月
卜
九
日

（水
）
、
令
和
―
年

度
ま
で
の
ｉ
午
退
職
予
定
者
Ｆ
五
名
に
対
し
教

育
を
実
柿
●

Ｌ
現
イーー
の
だ
川
情
勢
を
把
掃
さ
せ

る

と

と

ｔ

ｒ

退
官

後

の
年

｛

設
計

及

び

山
就

職
に
必
要
た
１

備
を
推
進
マ
ー；
・

た
．引

き
，

■

退
官
後
の
↑
安

を
払
拭
し
、
安

心
し
て
画
就
職

に
臨
め
る
よ
う

隊

員

に

■

―リ

添

っ
た
両
就
職

の
援
助
を
実
施

す
る令

和
三
年
度
モ

一タ
ー
紹
介

防
衛
モ
ニ
タ
ー

（任
期
二
年
）

静
同
ボ
［‐‐‐卜
市

酒
井
　
久
美
様

（任
期

一
年
）

綸
岡
一県
御
吸
場
市

友

光

　

誠

治

様

静
間
り‐ｔ鵬
野
市

倉
澤
　
秀
樹
様

一 ◇
派
遣
海
賊

対
処
行
動
支
援
隊

令
和
五
年
二
月
十
三
日
帰
□

０
国
連
三
角

バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ィ
フ

プ
ロ
グ
ラ
ム

令
和
五
年
五
月
二
十
七
日
出
国

定
年
退
官

予

定

者
一

機
甲
教
導
連
隊

准
尉
　
柳
澤
　
幸
二

（六
月
二
日
）

東
部
方
面
輸
送
隊

曹
長
　
志
馬
　
治
臣

（六
月
二
十
三
日
）

第

一
高
射
特
科
大
隊

三
佐
　
森

　

茂
幸

（七
月
二
十
六
日
）

機
甲
教
導
連
隊

曹
長
　
鈴
木
　
隆
久

（七
月
二
十
日
）

一
尉

森

　

　

順

（八
月

一
日
）

機
甲
教
導
連
隊

曹
長
　
國
井
　
和
寿

（八
月
二
十
二
目
一

乙/Pて 教警瑳受けこついて考
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